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京
都
女
科
大
學
灰
藏

　
最
初
曲
讃
醸
を
展
い
て
天
窓
や
贋
の
あ
れ
り
の
現
れ
れ
時
、
夢
藤
岡
師
に
よ
く
賞
て
居
る
ε
見
れ
私
α
、
夢
窓
の
愛
難
聴
礎
翼
下
．

　
即
ち
智
艶
魯
明
國
師
で
あ
っ
象
の
で
、
遽
に
血
統
は
箏
は
れ
ぬ
ε
思
つ
雲
。
彼
れ
は
三
歳
の
時
、
始
め
て
腰
窓
に
心
締
を
授
か
つ

　
て
か
ら
b
其
提
斯
誘
佼
に
俵
っ
て
唄
代
の
巨
匠
、
・
」
蕉
つ
六
〇
足
刊
義
漏
か
ら
帽
醒
寺
の
住
持
に
請
ぜ
ら
れ
て
、
夢
窓
を
瀾
蹴
に
邉

　
購
し
、
自
ら
其
二
世
こ
な
つ
れ
の
も
、
先
師
の
洪
恩
に
酬
い
る
爲
め
で
あ
っ
六
。
夢
語
の
入
滅
は
七
十
七
の
秋
で
あ
っ
れ
が
、
俵

　
れ
㎞
μ
｝
奥
に
一
年
を
加
へ
て
七
十
・
八
島
威
の
長
由
灘
を
撮
つ
れ
〇
一
大
釜
煎
の
諏
患
山
払
供
養
に
徽
…
っ
て
窃
門
ミ
の
衝
突
輿
が
夢
二
心
の
行
付
を
繍
躍

　
つ
て
居
る
が
如
く
、
被
れ
が
為
重
崇
の
楼
門
建
立
か
ら
山
徒
轍
々
の
的
ミ
な
っ
て
奮
翻
・
し
六
・
と
も
少
か
ら
ず
異
彩
を
放
っ
て
居
る
。

　
夢
窓
に
は
奪
還
薩
義
の
強
土
な
る
養
護
が
あ
っ
れ
が
、
彼
れ
に
罰
す
お
蘇
尉
の
擁
護
は
中
ご
ろ
挫
折
し
て
黒
門
の
豊
野
ミ
な
つ
六
。

彼
れ
ば
灘
林
第
一
の
伽
藍
か
ら
衣
を
挑
っ
て
丹
後
の
｛
由
瀞
に
艦
れ
れ
。
多
数
の
四
恩
法
券
も
彼
れ
に
倣
っ
て
一
時
に
退
散
し
六
．

　
露
め
、
天
龍
瀞
以
下
の
諸
山
は
空
儘
ミ
な
つ
れ
ミ
い
に
れ
る
。
旧
領
細
川
頼
之
は
再
三
彼
れ
の
騰
山
を
追
つ
れ
が
、
後
れ
は
こ
れ

に
犀
を
假
さ
な
か
つ
れ
。
さ
し
も
の
大
政
浩
家
も
彼
れ
の
粛
殺
に
漉
、
つ
て
其
失
脚
を
招
い
六
の
で
あ
る
。
豪
放
な
る
義
瀧
は
重
く

　
彼
れ
を
用
み
て
臼
本
読
勧
の
天
下
僧
緑
ε
む
れ
。
受
度
の
弟
子
八
干
五
百
絵
入
、
高
麗
使
籠
上
戸
金
漉
等
二
十
五
人
ま
で
衣
麗
を
．

受
け
て
弟
子
の
禮
を
執
り
、
明
の
使
総
紐
蘭
克
勤
等
書
を
寄
ぜ
物
を
贈
っ
て
敬
意
を
表
こ
て
居
る
な
．
ε
、
其
隆
々
六
る
溢
墓
を
偲
ば

　
ぜ
る
。
塞
町
初
期
の
謙
風
が
叔
姪
で
も
あ
り
，
師
弟
、
で
も
あ
っ
敦
夢
窓
ミ
彼
れ
ミ
の
爾
大
徳
に
佐
っ
て
羅
揚
さ
れ
れ
の
も
奇
線
で

　
拭
な
い
か
。
燕
謙
像
は
紳
釆
爽
々
、
翼
に
宵
像
濫
の
好
標
本
で
あ
る
。
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ず
孕

芥口眼不脚

室欠張曾銀

自四三覆下

題方角旧事

こ
の
自
賛
に
も
北
ハ
機
鋒
の
閃
き
が
見
ね
る
。
望
事
は
彼
れ
が
居
窒
の
名
で
あ
る
。
開
三
浦
岡
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